
省

令

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
総
理
府
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
岩
手
県
の
項
中
「
`
石
市
小
佐
野
町
三
の
八
の
二
四

`
石
税
務
署

」を
「
`
石
市
小
佐
野
町
三
の
八
の
二

`
石
市
鵜
住
居
町
第
七
地
割
一

四三
の
七

`
石
税
務
署

東
北
地
方
整
備
局
南
三
陸
国
道
事
務
所

」に
改
め
、
同
表
栃
木
県
の
項
中「
那
須
郡
那
須
町
大
字
湯
本
二
〇

七

那
須
御
用
邸
皇
宮
護
衛
官
派
出
所

」
を
「

那
須
郡
那
須
町
大
字
湯
本
二
〇
七

那
須
郡
那
須
町
大
字
湯
本
二
〇
七
の
二

那
須
御
用
邸
皇
宮
護
衛
官

関
東
地
方
環
境
事
務
所
日

派
出
所

光
自
然
環
境
事
務
所
那
須
自
然
保
護
官
事
務
所
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

平成™›年˜˜月˜œ日 木曜日 第œ ™Ÿ号官 報

八

機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
研

究
者
及
び
技
術
者
の
養
成
及
び
資
質
の
向
上
に
関
す

る
事
項

九

機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
大

学
院
に
お
け
る
教
育
そ
の
他
大
学
に
お
け
る
教
育
へ

の
協
力
に
関
す
る
事
項

十

機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
附

帯
業
務
に
関
す
る
事
項

十
一

業
務
委
託
の
基
準

十
二

競
争
入
札
そ
の
他
契
約
に
関
す
る
基
本
的
事
項

十
三

研
究
者
の
自
主
性
の
尊
重
そ
の
他
の
学
術
研
究

の
特
性
へ
の
配
慮
に
関
す
る
事
項

十
四

宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
条
約
そ
の
他

の
国
際
約
束
を
我
が
国
が
誠
実
に
履
行
す
る
た
め
に

機
構
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
し
て
必
要
な
事
項

十
五

機
構
の
業
務
に
係
る
技
術
に
関
す
る
情
報
又
は

技
術
が
化
体
し
た
物
品
の
漏
え
い
又
は
流
出
の
防
止

そ
の
他
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
事
項

十
六

そ
の
他
機
構
の
業
務
の
執
行
に
関
し
て
必
要
な

事
項

（
中
期
計
画
の
作
成
・
変
更
に
係
る
事
項
）

第
二
条

機
構
は
、
通
則
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
中
期
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

中
期
計
画
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
当
該
中
期
計
画
の

最
初
の
事
業
年
度
開
始
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学

大
臣
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
及
び
経
済
産
業
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
構
は
、
通
則
法
第
三
十
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に

よ
り
中
期
計
画
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
が
次
の

各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
変
更
し
よ

う
と
す
る
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書

を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
大
臣
（
第
四
条
第

二
項
に
お
い
て
「
主
務
大
臣
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も

の

文
部
科
学
大
臣

二

機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う

ち
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
（
宇
宙

科
学
に
関
す
る
学
術
研
究
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。）

並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
同
項
第
五
号
及
び
第
七

号
に
掲
げ
る
も
の
（
次
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る

も
の
を
除
き
、
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。）

に
関
す
る
事
項

文
部
科
学
大
臣
及
び
総
務
大
臣

三

機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う

ち
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
（
宇
宙

科
学
に
関
す
る
学
術
研
究
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。）

で
あ
っ
て
宇
宙
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
も
の
並
び

に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
同
項
第
五
号
及
び
第
七
号
に

掲
げ
る
も
の
（
第
四
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
き
、

こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。）に
関
す
る
事
項

文
部
科
学
大
臣
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大
臣

四

機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う

ち
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
（
こ
れ
に
附
帯
す
る

業
務
を
含
む
。）に
関
す
る
事
項

文
部
科
学
大
臣
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣

（
中
期
計
画
記
載
事
項
）

第
三
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
三
十
条
第
二
項
第
七
号

に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
運
営
に
関
す
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

二

人
事
に
関
す
る
計
画

三

中
期
目
標
の
期
間
を
超
え
る
債
務
負
担

四

積
立
金
の
使
途

五

そ
の
他
機
構
の
業
務
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

（
年
度
計
画
の
作
成
・
変
更
に
係
る
事
項
）

第
四
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
年

度
計
画
に
は
、
中
期
計
画
に
定
め
た
事
項
に
関
し
、
当

該
事
業
年
度
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
構
は
、
通
則
法
第
三
十
一
条
第
一
項
後
段
の
規
定

に
よ
り
年
度
計
画
を
変
更
し
た
と
き
は
、
変
更
し
た
事

項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
届
出
書
を
主
務
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
各
事
業
年
度
の
業
務
実
績
の
評
価
に
係
る
事
項
）

第
五
条

機
構
は
、
通
則
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
各
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
評
価
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
年
度
計
画
に
定
め
た
項
目
ご
と
に
そ
の
実

績
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
を
当
該
事
業
年
度
の
終
了

後
三
月
以
内
に
文
部
科
学
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委

員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
は
、
前

項
の
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
報
告
書

の
写
し
を
内
閣
府
、
総
務
省
及
び
経
済
産
業
省
の
独
立

行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
九
十
六
号

国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
号
）第
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日

総
務
大
臣

樽
床

伸
二

（
中
期
目
標
期
間
終
了
後
の
事
業
報
告
書
の
提
出
に
係

る
事
項
）

第
六
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
三
十
三
条
の
事
業
報
告

書
に
は
、
当
該
中
期
目
標
に
定
め
た
項
目
ご
と
に
そ
の

実
績
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
期
目
標
期
間
の
業
務
の
実
績
の
評
価
に
係
る
事

項
）

第
七
条

機
構
は
、
通
則
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
各
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に

つ
い
て
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
評
価
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
中
期
目
標
に
定
め
た
項
目
ご

と
に
そ
の
実
績
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
を
当
該
中
期

目
標
の
期
間
の
終
了
後
三
月
以
内
に
文
部
科
学
省
の
独

立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

文
部
科
学
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
は
、
前

項
の
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
報
告
書

の
写
し
を
内
閣
府
、
総
務
省
及
び
経
済
産
業
省
の
独
立

行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
受
託
打
上
げ
に
関
す
る
特
約
の
認
可
の
申
請
）

第
八
条

機
構
は
、
そ
の
行
う
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
で

あ
っ
て
委
託
に
応
じ
て
行
う
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
受
託
打
上
げ
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
機
構
法

第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
約
の
認
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
及
び
総
務
大
臣
（
当
該
受
託

打
上
げ
の
実
施
に
係
る
特
約
が
、
機
構
の
業
務
の
う
ち

宇
宙
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
も
の
（
宇
宙
科
学
に
関

す
る
学
術
研
究
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。）に
係
る
も
の

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
、
内
閣
総

理
大
臣
及
び
総
務
大
臣
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

当
該
受
託
打
上
げ
の
実
施
時
期

二

当
該
受
託
打
上
げ
に
係
る
人
工
衛
星
の
名
称
及
び

人
工
衛
星
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
種
類

三

当
該
受
託
打
上
げ
に
係
る
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ

の
委
託
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

四

当
該
受
託
打
上
げ
に
係
る
機
構
法
第
二
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
約
の
内
容

附

則

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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